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が 年になったときの変形エネ}t,ギーをkaと表わ したが､a溌 比例するも甲と
しては表面エネルギーが考えられる｡ }点以下で密度と表面琴才が温度に大 きヾ
-く依存 しないことを利用 して､荷電粒子､渦簸､電場の相互佐用を考察 し､轟
電粒子の速さが電場から得る羊ネルギーに達雄例す阜こと･,を示 した｡fieif達



















と考えられる0 ,.: ･.､∴･=∴ .
ここ●ではReifとは異る､古典流体に外挿 しても矛盾のない新 しいモデルで
荷電粒子 一渦絵素を考察する. レイノルズ数の大きい流体では､物体の後の渦
鶴 の半径は大きくならずⅦakeが長 くなる｡ これとの類推から､荷電粒子によ






場か ら得るエネルギーが増加すれば､ coreの表面エネルギーが増加 し､変形


























子化された循章の単位はⅩ -h/m とな り､ 量子数 1の循環をももつ渦糸iZ)複素,ポ







































体へ f)ウムの表面張力係数 堤0.36(dyne/C軸 を使って
k≡43rRT=4.45X105(ev/cn9
表面張力係数 Tは､ }点以下ではほとんど温度の影響をうけないものとみなし














































半径が大き くなるとい う運動をくりかえすo Lかし､ いまの場合､･先端 は粒子
に束縛されているため､半径が大き くなって減速することはない｡ また,荷電
粒子に生 じる鏡像の影響 もあって.後場 は.ある程度小 さくなっても､平衡を保
っと考えられる｡したがって.渦輪 首身の速度はcOreの長径の中心部_･乙3
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ここで､pは液体ヘ リウムの密度 p-0.145才J/CrnP｡ ゆえに
/)K2 _ (.J
a= 頂 才㌻ 芸 0･52A
となD､ coreの有効半径が求まる｡











質 量 は か な b大 きくなD､静 止 - リ ウ ム と 同 じ 密 度 の か たまbであるとして､




ただ し､ vcは渦飴ができるときの粒子の速度で 5m/SeC｡ この 81 と C2 の和
eo が渦飴生成に必要な ェネルギーであるが､fieifの実験では , 約 3eVか ら






これをReif達のdat･aと くらべると図 3の ようになる｡




実験dataとの ずれ は.一般的 な原困として､
__i､
① 渦輪を二次元の渦対で考察 したことO
① Aが長 くなったときの不安定 性を無祝したこと｡
① 初期の輪の大 きさや速度が確定的でない ことO
などが考 えられ る､ しか し,かな りあ らい近似に もかかわ らず実験値に近 い結
果 を得ることができたことは. 渦輪が吹き流しの形になって荷億粒子に引きず■
られなが ら,粒子を減速 し､渦輪 自身 は引きのばされて､表面エネルギーを吸
収 して行 く機構が正しい ものだか らと思 えるO これによってReifのcharged
coreの不自然 さを避ける ことがで きる. ･
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